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市 長 開 会 あ い さ つ 

 

本日、議員の皆様のご出席を賜り、令和７年第 1 回安芸市議

会定例会が開催できますことを厚く御礼申し上げます。 
 

は じ め に 、 令 和 ７ 年 度 当 初 予 算 な ど 、 諸 案 件 の ご 審 議 を お 願

い す る に あ た り 、 新 年 度 の 市 政 運 営 の 基 本 方 針 と 主 要 課 題 へ の

対応につきまして、所信を申し上げます。 
 

私が市長に就任して以来、3 期目となる任期も残すところ半

年 と な り ま し た 。 今 期 を 振 り 返 り ま す と 、 特 に コ ロ ナ 禍 で の 出

発ということもあり、徹底した感染症防止対策を講じる一方で、

地 域 経 済 へ の 継 続 支 援 な ど 、 攻 守 の 両 立 が 肝 要 と な る 厳 し い 局

面 を 乗 り 越 え て ま い り ま し た 。 加 え て 、 庁 舎 の 移 転 や 統 合 中 学

校 の 建 設 時 期 も 重 な り 、 本 市 の ま ち づ く り に お い て 、 転 換 期 で

あったと感じております。 

この間、社会活動を維持して下さった市民の皆様や、そして、

と も に 市 政 を 前 へ と 進 め て い た だ き ま し た 議 会 の お 力 添 え に 感

謝申し上げます。 

さ て 、 国 政 に お き ま し て は 、 当 面 は 人 口 減 少 と い う 事 態 を 受

け 止 め た う え で 、 人 口 規 模 が 縮 小 し て も 、 経 済 を 成 長 さ せ 、 社

会機能を維持することを基本姿勢とした「地方創生 2.0」の基

本 的 な 考 え 方 が 示 さ れ ま し た 。 ま た 、 今 年 の 夏 ま で に 東 京 一 極
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集 中 是 正 の さ ら な る 強 化 に 加 え 、 若 者 や 女 性 に も 選 ば れ る 地 方

の 構 築 や 産 業 分 野 に お け る 付 加 価 値 の 創 出 、 産 官 学 金 労 言 の 連

携などを体系的に盛り込んだ、今後 10 年間の基本構想を取り

まとめることも併せて公表されました。 

高 知 県 に お き ま し て も 、 ス マ ー ト シ ュ リ ン ク 「 賢 い 縮 小 」 と

い っ た 視 点 か ら 、 無 駄 や 重 複 を 精 査 し 、 人 口 規 模 に 応 じ た 公 共

サ ー ビ ス 等 の 見 直 し を 行 う こ と で 、 戦 略 的 な 人 口 減 少 対 策 を 講

じていく旨が示されました。 

国 ・ 県 が 進 め る 人 口 減 少 を 前 提 と す る 地 方 創 生 の な か で 、 改

め て 、 本 市 の 目 指 す べ き 将 来 像 か ら 逆 算 し 、 目 下 解 決 す べ き 課

題 の 優 先 順 位 を 付 け 、 施 策 を 実 施 す る こ と で 、 堅 実 な 人 口 減 少

対策を進めてまいりたいと考えております。 

ま た 、 本 市 の み で 持 続 可 能 な ま ち づ く り を 進 め て い く の で は

な く 、 東 部 圏 域 を 一 つ の 経 済 圏 と 捉 え 、 ヒ ト ・ モ ノ ・ 金 ・ 情 報

の 資 源 を 共 有 す る こ と で 、 各 種 産 業 の 振 興 や 行 政 サ ー ビ ス の 提

供 、 雇 用 の 創 出 な ど 広 域 的 な 経 済 活 動 の 維 持 を 目 指 し て ま い り

た い と 考 え て お り ま す の で 、 何 卒 、 議 会 や 市 民 の 皆 様 の ご 協 力

を賜りますようお願い申し上げます。 

 

それでは、令和 7 年度当初予算の概要について、ご説明申し

上げます。 

令和 7 年度一般会計予算は、総額 159 億 9,654 万 7 千円で、

前年度に比べ、11 億 9,406 万 5 千円、8.1 パーセント増の予
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算規模となっております。 

予算編成においては、財政運営の厳しさが増す中であっても、

時 流 を 捉 え 、 バ ラ ン ス に 気 を 配 っ た 予 算 と い た し ま し た 。 昨 年

度に引き続き、「地方創生・人口減少対策」、「防災・減災、施設

及 び イ ン フ ラ の 強 靭 化 」、「 保 育 ・ 教 育 ・ 福 祉 の 充 実 」、「 産 業 ・

観光の振興」といった、4 つの分野について、重点化を図って

まいります。 

編 成 過 程 に お い て は 、 計 画 的 な 事 業 実 施 や 、 国 ・ 県 の 補 助 金

な ど 有 利 な 財 源 の 確 保 、 財 政 健 全 化 に 向 け た 後 年 度 負 担 の 軽 減

に 努 め て ま い り ま し た が 、 防 災 行 政 無 線 の 子 局 更 新 や 市 道 あ き

病 院 球 場 線 の 延 伸 な ど イ ン フ ラ の 強 靭 化 予 算 な ど に よ り 、 来 年

度末の一般会計の地方債残高は、4.8 パーセント増の 235 億 9

千万円となる見込みでございます。 

 

続きまして、4 つの基本政策に沿った取組について申し上げ

ます。 

1 つ目は、“だれもが住みたい「あき」をめざして”でありま

す。 

昨年 8 月、日向灘を震源とする地震が発生し、気象庁から運

用開始以降初となる「南海トラフ地震臨時情報 巨大地震注意」

の 発 表 が な さ れ ま し た 。 改 め て 、 市 民 の 生 命 と 財 産 を 守 る た め

「 揺 れ か ら 身 を 守 り 、 津 波 か ら 逃 げ 、 助 か っ た 命 を つ な ぐ 」 を
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基本とした施策のさらなる充実に向け、取り組んでまいります。 

「揺れから身を守る」対策では、令和 7 年度から新たに、地

震 発 生 時 に お け る 避 難 路 の 確 保 や 地 域 内 の 被 害 を 最 小 限 に と ど

め る た め 、 老 朽 住 宅 及 び 空 き 家 住 宅 等 の 除 却 に 係 る 補 助 金 の 上

限額を 100 万円から 165 万円に引き上げるほか、住宅耐震化

や 家 具 転 倒 防 止 に 係 る 補 助 事 業 を 実 施 す る な ど 、 引 き 続 き 揺 れ

から命を守る対策の強化を図ってまいります。 

 

「津波から逃げる」対策では、令和 6 年度に実施した、防災

行 政 無 線 の 親 局 更 新 に 伴 い 、 令 和 ７ 年 度 は 、 ス ピ ー カ ー や 周 辺

機 器 な ど の 屋 外 拡 声 子 局 や 衛 星 受 信 子 局 の 更 新 を 行 う こ と と し

て お り 、 防 災 や 災 害 情 報 発 信 に 係 る 通 信 体 制 を 構 築 し て ま い り

ます。 

ま た 現 在 、 地 域 防 災 力 の 要 で あ る 消 防 団 分 団 屯 所 の 高 台 移 転

を 進 め て お り 、 今 月 末 に は 、 伊 尾 木 、 川 北 、 中 央 、 穴 内 屯 所 が

完 成 す る ほ か 、 来 年 度 は 安 芸 、 土 居 分 団 屯 所 の 移 転 を 進 め る な

ど対策を強化してまいります。 

 

「 助 か っ た 命 を つ な ぐ 」 対 策 で は 、 来 年 度 、 大 規 模 災 害 発 生

後 の 応 急 対 策 で 必 要 と な る ガ ソ リ ン や 軽 油 な ど の 確 保 に 向 け 、

Ｊ Ａ 高 知 県 と の 協 定 の も と 、 Ｊ Ａ 北 支 所 に 給 油 所 を 整 備 す る 費

用 を 一 部 負 担 す る こ と と し て お り 、 命 を つ な ぐ 対 策 を 着 実 に 進

めてまいります。 
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ま た 現 在 、 進 め て お り ま す 事 前 復 興 ま ち づ く り 計 画 の 策 定 に

つ き ま し て は 、 発 災 時 の 指 針 と な る 復 興 基 本 方 針 案 を も と に 、

来年度から市内各地域で意見交換を実施し、令和 9 年度末を目

途に、地域の実情に沿った計画の策定に努めてまいります。 

 

次に、「風水害等への対応強化」では、今年度策定いたしまし

た 雨 水 出 水 想 定 区 域 図 を も と に 、 来 年 度 は 大 雨 な ど に よ る 内 水

氾 濫 が 想 定 さ れ る 浸 水 区 域 等 を 示 し た 、 公 共 下 水 道 区 域 に お け

る 内 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ の 策 定 に 取 り 組 み 、 水 害 に 強 い ま ち づ く

り に 必 要 な 情 報 発 信 、 防 災 意 識 の 高 揚 を 目 的 と し た 取 組 を 進 め

てまいります。 

 

次に、「高機能消防指令システムの更新」についてであります。 

災 害 や 緊 急 事 態 発 生 時 の 位 置 特 定 、 ま た 出 動 指 令 や 関 係 機 関

へ の 情 報 共 有 な ど 、 迅 速 か つ 的 確 な 対 応 を 行 う た め の 消 防 指 令

システムが導入から 10 年経過したことを受けて、最新のデジ

タ ル 技 術 を 搭 載 し た 高 度 化 シ ス テ ム へ 更 新 い た し ま す 。 本 シ ス

テ ム を 導 入 す る こ と で 、 こ れ ま で 以 上 に 市 民 の 安 全 を 守 る 通 信

指令体制を強化してまいります。 

 

次に、「社会資本の整備」についてであります。 

高規格道路の整備につきましては、先月 8 日に「阿南安芸自

動 車 道 ・ 北 川 道 路 」 の 和 田 ト ン ネ ル 区 間 が 開 通 し た ほ か 、 今 月
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15 日には「高知東部自動車道・南国安芸道路」の「高知龍馬空

港 IC から香南のいち IC」間が開通予定となっております。両区

間とも、「命の道」となる「四国８の字ネットワーク」を形成す

る区間であり、「安全・安心な交通機能の確保」や「所要時間の

短 縮 や 定 時 性 の 向 上 」、「 地 域 経 済 の 活 性 化 へ の 寄 与 」 な ど 、 多

くの整備効果が期待されるところであります。 

今後も、「四国８の字ネットワーク」の全線開通に向けて、道

路関係予算の確保や、阿南安芸自動車道の未事業化区間である、

徳島県の「美波から牟岐」間、「牟岐から海部」間の早期事業化

な ど 、 要 望 活 動 を 重 ね て ま い り ま す の で 、 議 会 を は じ め と す る

関係の皆様のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。 

 

次に、「企業誘致の取組」についてであります。 

昨年 10 月末に、本市と企業進出協定を締結いたしましたコ 

ン タ ク ト セ ン タ ー で あ る 「 株 式 会 社 エ バ ー ユ ニ ー ク 安 芸 」 に つ

き ま し て は 、 現 在 順 調 に 人 員 の 確 保 が 進 ん で お り 、 当 初 の 計 画

どおり、今月末の開所を予定しております。 

 来 年 度 か ら は 、 同 社 に 対 し 雇 用 人 数 の 確 保 を 条 件 に 、 雇 用 に

係る奨励金や事業所賃料に対する補助を最長 5 年間行うほか、

事 業 所 改 修 に 係 る 設 備 取 得 費 を 補 助 す る こ と と し て お り ま す 。

継 続 し た 伴 走 支 援 を 行 う こ と で 、 本 市 の み な ら ず 圏 域 全 体 に お

け る 若 者 や 女 性 の 雇 用 創 出 な ど 、 人 口 流 出 の ダ ム 機 能 と し て の

役割を果たしてまいりたいと考えております。 
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次に、「脱炭素の取組」についてであります。 

今年度、本市では国が定める地球温暖化対策計画にもとづき、

2030 年度のゼロカーボンの達成や、2050 年度に向けたさら

な る マ イ ナ ス カ ー ボ ン の 実 現 に つ い て 示 し た 「 安 芸 市 地 球 温 暖

化対策実行計画区域施策編」を策定いたしました。 

計 画 に 掲 げ る 温 室 効 果 ガ ス の 削 減 に あ た っ て は 、 本 市 の 特 性

で あ る 広 大 な 森 林 資 源 が 果 た す 役 割 が 大 き い こ と か ら 、 森 を 守

り 育 て る 森 林 保 全 を 重 点 項 目 と し て 取 り 組 み 、 そ の ほ か 施 設 園

芸 に お け る 脱 炭 素 化 や 新 た な エ ネ ル ギ ー 源 の 活 用 に つ い て も 、

技術動向を把握しながら各種取組の検討を進めてまいります。 

 

次に、「移住・定住の促進」についてであります。 

こ れ ま で 移 住 希 望 者 へ の 効 果 的 な 情 報 発 信 や 移 住 者 へ の き め

細かな対応など、移住・定住支援に取り組んでまいりました。 

 新 年 度 は 、 本 市 の 強 み で あ る 農 業 を 入 口 と し た 移 住 施 策 を 進

め る こ と と し て お り 、 新 規 就 農 者 向 け の お 試 し 就 農 ツ ア ー 参 加

に 係 る 交 通 ・ 宿 泊 費 の 支 援 や 、 移 住 に 係 る 引 越 し ・ 家 賃 の 補 助

な ど 、 農 業 人 材 の 高 齢 化 が 進 行 す る な か で 、 新 た な 担 い 手 の 確

保に努めてまいります。 

 

次に、「庁内組織の機構改革」についてであります。 

児 童 福 祉 法 の 改 正 に よ り 、 全 て の 妊 産 婦 や 子 育 て 世 帯 、 子 ど

も へ の 切 れ 目 の な い 一 体 的 な 支 援 を 行 う こ と と す る 「 こ ど も 家
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庭 セ ン タ ー 」 の 設 置 が 、 各 自 治 体 に 努 力 義 務 化 さ れ た た め 、 新

年 度 か ら 、 母 子 保 健 ・ 児 童 福 祉 機 能 を 有 す る 「 安 芸 市 こ ど も 家

庭センターきらり」を福祉事務所内に設置いたします。 

本 機 構 改 革 に あ た っ て は 、 健 康 介 護 課 健 康 ふ れ あ い 係 、 福 祉

事 務 所 こ ど も 係 の そ れ ぞ れ 一 部 機 能 と 、 家 庭 児 童 相 談 室 の 機 能

を集約し、センターへ移管するため、現在の「こども係」は「保

育 係 」 に 名 称 を 変 更 し 、「 家 庭 児 童 相 談 室 」 は 廃 止 い た し ま す 。 

「こども家庭センター」という一つの係・機関になることで、

こ れ ま で 以 上 に 子 育 て し や す い 環 境 づ く り と 、 支 援 が 必 要 な 子

ど も ・ 家 庭 に 早 期 か ら 関 わ り サ ポ ー ト す る 体 制 を 整 え 、 各 種 取

組を進めてまいります。 

2 つ目に、“あきを元気に”であります。 

「農業振興」につきましては、近年高騰する農業資材の対策と

し て 、 来 年 度 も 継 続 し て 、 施 設 園 芸 に お け る 被 覆 資 材 の 張 り 替

え に 対 す る 支 援 を 実 施 い た し ま す 。 ま た 、 園 芸 用 ハ ウ ス 整 備 事

業 に つ い て も 、 高 知 県 が 高 騰 化 す る 建 設 コ ス ト の 状 況 に 鑑 み 、

補 助 対 象 限 度 額 を 見 直 し た こ と で 、 本 市 で も 限 度 額 の 引 き 上 げ

を行うなど、農業経営の安定化に向けて取り組んでまいります。 

そ の ほ か 、 こ う ち 農 業 確 立 総 合 支 援 事 業 で は 、 穴 内 集 出 荷 場

の ナ ス 自 動 包 装 機 の 高 度 化 に 対 す る 費 用 の 一 部 を 、 新 た に 支 援

するなど、農業生産基盤の充実に努めてまいります。 
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次に、「林業振興」についてであります。 

「 小 さ な 林 業 」 と も 呼 ば れ る 自 伐 型 林 業 の 取 組 と し て 、 昨 年

12 月から地域おこし協力隊を１名採用しております。現在は、

林 業 作 業 に 必 要 と な る チ ェ ー ン ソ ー 等 の 技 術 取 得 な ど 、 研 修 を

中 心 に 活 動 を し て お り ま す が 、 来 年 度 は 、 さ ら に 隊 員 を 増 員 す

る な ど 、 中 山 間 地 域 の 集 落 に 近 い 里 山 林 等 で の 活 動 を 見 据 え た

持 続 可 能 な 森 林 経 営 と 、 中 山 間 地 域 の 活 性 化 に つ な が る よ う 取

組を進めてまいります。 

 

次に、「商工業の振興」についてであります。 

近 年 全 国 的 に 盛 り 上 が っ て い る 、 ふ る さ と 納 税 に つ い て 、 来

年 度 か ら 業 務 の 一 部 を 専 門 的 知 識 や ノ ウ ハ ウ を 有 す る 民 間 事 業

者に委託することで、返礼品のさらなる充実や本市の魅力発信、

市 内 事 業 者 の 新 た な 販 路 拡 大 な ど 、 関 係 人 口 の 増 加 や 地 域 経 済

の活性化に資する取組を進めてまいります。 

 

次に、「観光振興」についてであります。 

令 和 ７ 年 度 は 、「 極 上 の 田 舎 、 高 知 。」 を コ ン セ プ ト と し て 、

高 知 県 が 進 め て い る 観 光 キ ャ ン ペ ー ン 「 ど っ ぷ り 高 知 旅 キ ャ ン

ペーン」と連動したデジタルスタンプラリーを実施いたします。  

スマホ等のデジタルツールを活用することで、NHK 連続テレ

ビ 小 説 「 あ ん ぱ ん 」 と 連 動 し た 取 組 や 、 本 市 の 食 や 自 然 、 歴 史

文 化 に 触 れ て い た だ く な ど 、 周 遊 型 観 光 に よ る 滞 在 時 間 の 延 長
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や 、 地 域 内 消 費 活 動 の 増 加 な ど 、 観 光 入 込 客 数 の 増 加 に 向 け た

取組を進めてまいります。 

 

次に、「旧市庁舎及び旧市立安芸中学校跡地の活用」について

であります。 

両 施 設 の 跡 地 活 用 検 討 に あ た っ て は 、 今 月 末 を 目 途 に 基 本 計

画 素 案 を 策 定 す る こ と と し て お り 、 こ れ ま で 民 間 企 業 に 対 し て

サ ウ ン デ ィ ン グ 調 査 を 実 施 す る な ど 、 事 業 へ の 参 画 意 向 も 含 め

て、導入機能や手法などについて整理を行ってまいりました。 

 現 時 点 で 旧 市 庁 舎 の 跡 地 活 用 に つ き ま し て は 、 図 書 館 や 市 民

会 館 の ほ か 、 貸 し 館 機 能 と し て の 会 議 室 、 ま た 商 業 及 び 防 災 機

能 等 を 有 す る 複 合 施 設 や 、 子 育 て 世 代 の 交 流 ス ペ ー ス と し て 整

理を行っており、PPP/PFI 手法の導入による経済効果の発現に

ついても算定がなされております。 

 また、PPP/PFI 手法の導入により、設計・建設・維持管理・

運 営 等 を 一 括 発 注 し て 進 行 さ せ る こ と で 、 従 来 の 行 政 主 導 方 式

に 比 べ 、 公 的 負 担 額 の 軽 減 化 や 平 準 化 、 工 期 の 短 縮 効 果 に よ る

ス ピ ー デ ィ な ま ち づ く り 、 民 間 の 柔 軟 な ア イ デ ア の 導 入 な ど 、

定 量 的 な 判 定 に よ り 様 々 な 効 果 が 期 待 で き る も の と な っ て お り

ます。 

 

旧 市 立 安 芸 中 学 校 に つ い て は 、 ス ポ ー ツ や ビ ジ ネ ス 、 学 び の

分 野 に お い て 、 民 間 企 業 か ら 意 見 が 寄 せ ら れ る な ど 一 定 の 関 心
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が 示 さ れ た も の の 、 安 芸 中 イ ン タ ー チ ェ ン ジ の 整 備 時 期 が 不 明

確であることから、立地性や商圏人口を判断する材料に乏しく、

具 体 的 な 活 用 策 が 示 さ れ な か っ た た め 、 経 済 効 果 の 試 算 に は 至

りませんでした。 

そ の た め 、 旧 市 立 安 芸 中 学 校 の 当 面 の 方 針 と し て は 、 体 育 館

や 武 道 場 、 プ ー ル な ど 必 要 最 小 限 の 維 持 管 理 を し つ つ 、 地 域 に

開 放 す る な ど の 対 応 を 行 う こ と と 整 理 い た し ま し た 。 改 め て 時

期 を 見 定 め た う え で サ ウ ン デ ィ ン グ 調 査 を 行 う な ど 、 活 用 策 や

手法について検討してまいりたいと考えております。 

令 和 ７ 年 度 に つ き ま し て は 、 基 本 計 画 の 素 案 に お け る パ ブ リ

ックコメント等を経て、9 月頃を目途に最終版を策定する見込

み で ご ざ い ま す 。 そ の 後 、 旧 市 庁 舎 跡 地 に つ き ま し て は 、 さ ら

に 具 体 的 な 取 組 に 移 り 、 事 業 者 の 公 募 や 契 約 交 渉 な ど 事 業 実 施

に 向 け た 法 務 ・ 金 融 な ど 、 専 門 的 な 知 見 が 必 要 と な る 業 務 を 支

援 す る ア ド バ イ ザ リ ー 業 務 を 委 託 す る こ と と し て お り 、 引 き 続

き 、 進 捗 状 況 に つ き ま し て は 、 適 宜 、 議 会 の 皆 様 に ご 報 告 い た

します。 

 

3 つ目に、“市民を元気に”であります。 

本市ではこれまで、妊娠・出産から子育てまでを切れ目なく

サポートする支援策を講じてまいりました。現在、少子化要因

の一つである未婚化・晩婚化に対する、本市独自の取組として

「出逢いコンシェルジュ」を2名配置し、若い男女の出会いから



                                                

12 

結婚までをフォローアップしており、今年度は15件マッチング

をしたほか、ご成婚1件など着実に成果を積み上げている状況で

ございます。 

令和7年度の新たな取組として、本市のみならず東部地域の市

町村と連携したマッチングイベントの開催に向けて準備を進め

ております。合同開催することにより、女性参加者不足の課題

解消や、各自治体の地域資源などを生かしたコンテンツの企画、

運営を行うことで、出会いの機会創出に取り組んでまいります。 

また、高知県が進める「共働き・共育て」について、本市で

は、男性の家事育児に係る意識醸成を図る取組として、子育て

世帯を対象としたセミナーを開催いたします。セミナーの準

備・企画においては高校生が参画するなど、次世代の視点も取

り入れつつ、男性の積極的な育児参加を促すことで、誰もが安

心して働き、暮らせる環境づくりを進めてまいります。 

 

次に、「中山間地域における集落支援」についてであります。 

来年度、市内の就労支援継続B型事業所による中山間地域での

移動販売の実施に伴い、販売車両の購入に係る費用の補助に取

り組んでまいります。中心市街地から離れた中山間地域への買

い物支援に加え、担い手となる障がいのある方と地域との交流

など、新たなコミュニティを形成する取組として支援してまい

りたいと考えております。 

また、令和4年度から奈比賀地域で実施しております「小さな
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集落活性化事業」については、これまで地域おこし協力隊や地

元出身者、高知県立大学の学生、また市の地域担当職員らが地

域と連携し、伝統行事の開催支援や世代間交流を推進してまい

りました。県の補助事業が、最終年度となる令和7年度について

は、これまでの住民力を生かした取組を継続しつつ、今後も地

域で自走できるよう伴走し、奈比賀だけではなく、他の地域へ

のノウハウの共有など、横展開ができる仕組みを構築してまい

ります。 

 

次に「東部地域多機能支援施設に係る進捗」についてであり

ます。        

先月、開会いたしました県議会の令和7年度当初予算において、

東部地域における看護師養成所や、安芸市社会福祉協議会など

複数の機能を併せ持った「多機能支援施設」を本市で整備する

事業費として、令和7年度から令和8年度の2か年で合計3億

4,300万円の債務負担行為を設定することが示されました。 

また、看護師養成所の開校時期については、令和9年4月を目

途に進めることも併せて公表され、今後県と連携し、東部地域

で支え合う医療・福祉・介護サービスの体制づくりや、看護・

介護人材の確保に努めてまいります。 

 

4つ目に、“子どもたちの輝く未来のために”であります。 

 「保育所の移転・統廃合の進捗」につきましては、これまで



                                                

14 

保育所移転統合検討委員会を4度開催したほか、未就学児の保護

者を対象としたアンケート調査を実施するなど、協議や意見の

集約を進めてまいりました。 

 検討委員会では、子どもたちの安全を最優先に、津波浸水想

定 区 域 に あ る 保 育 所 は 移 転 を 一 番 に 考 え る べ き と い っ た 意 見 や 、

統廃合にあたっては、質の高い保育サービスの充実が必要とい

った、様々な意見をいただいております。 

来月には、検討委員会から、移転・統廃合に係る一定の方向

性を示した報告書が提出されます。この報告書をもとに、今後

本市としての考え方を整理し、引き続き協議検討を進めてまい

ります。 

 

次に、「小学校の移転統廃合の進捗」につきましては、昨年

10月までに小学校8校と保育所2か所において、保護者を対象と

した説明会に続き、2月までに公民館等15か所で、地域を対象

とした説明会を開催いたしました。 

説明会では、小学校８校を２校に統合する方針について説明

をしておりますが、地域の皆様からは、児童の減少や、津波に

対する安全面から早く移転・統合を進めて欲しいという意見、

また児童の減少を考えると安芸市に小学校は１校でよいのでは

ないかとの、一歩踏み込んだ意見もいただいております。 

一方で、小規模校のメリットを伸ばしながら、地域に学校を

残すべきとの意見も挙がっております。そのほか、移転・統合
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後の通学方法についてのご要望、少子化や人口減少、地域活性

化に対する市の施策についてのご質問やご意見などをいただき

ました。 

今後、集約した意見を整理したうえで、小学校の移転統合に

係る方向性の決定に向けて、引き続き取組を進めてまいります。 

 

最後に、「三菱グループとの連携」についてであります。 

今月 26 日から 31 日にかけて、東京・丸の内ビルディングに

おいて、大阪・関西万博の機運醸成イベントとして開催される、

「推しパビ」プロジェクト for ＥＸＰＯ2025 に、安芸市特産

品 ブ ー ス を 出 展 い た し ま す 。 本 イ ベ ン ト へ の 参 加 は 、 三 菱 グ ル

ープと本市のこれまでの繋がりのなかで、株式会社三菱 UFJ フ

ィ ナ ン シ ャ ル ・ グ ル ー プ 様 の ご 厚 意 に よ っ て 実 現 し た も の で ご

ざいます。この機会を通じて、「三菱源流の地」安芸市をＰＲす

るほか、関西圏での本市の特産品 PR や観光誘客の促進に努め

てまいります。 

ま た 、 そ の ほ か 現 在 本 市 で 実 施 し て い る 三 菱 グ ル ー プ の 社 員

研 修 に つ い て 、 農 業 な ど 本 市 の 特 性 を 生 か し た 体 験 メ ニ ュ ー を

盛 り 込 み 、 こ れ ま で 以 上 に 市 内 事 業 者 や 市 民 の 皆 様 が 三 菱 グ ル

ー プ 社 員 の 方 と 交 流 す る 機 会 を 設 け る こ と で 、 新 た な 人 の 流 れ

の 創 出 や 地 域 経 済 活 動 へ の 寄 与 な ど 、 こ れ ま で に な い 安 芸 市 と

三菱の連携した取組を鋭意進めてまいります。 
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続 き ま し て 、 今 議 会 に 提 案 い た し ま し た 議 案 に つ い て 、 ご 説

明いたします。 

まず、予算案件は令和 7 年度一般会計当初予算など 14 件で

あ り ま す 。 こ の う ち 、 令 和 ７ 年 度 一 般 会 計 当 初 予 算 は 、 先 ほ ど

ご説明いたしました主要課題などへの対応を中心に、1５９億９,

６00 万円余りを計上しております。 

ま た 、 令 和 ６ 年 度 一 般 会 計 補 正 予 算 は 、 地 方 債 繰 上 償 還 費 の

追 加 の ほ か 、 国 の 物 価 高 騰 対 応 臨 時 交 付 金 を 財 源 と す る 家 計 及

び 事 業 者 へ の 支 援 施 策 な ど が あ り ま す が 、 各 事 業 の 決 算 見 込 み

等による減額が主なものでございまして、2 億 2,200 万円余り

を減額するものであります。 

 

条 例 議 案 は 、 安 芸 市 個 人 番 号 の 利 用 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改

正する条例など 16 件で、その他の議案は、報告案件 3 件、専

決処分の承認案件 1 件、その他案件 4 件であります。 

各 議 案 に つ き ま し て は 、 後 刻 、 副 市 長 並 び に 担 当 課 長 か ら ご

説 明 申 し 上 げ ま す 。 何 卒 ご 審 議 の う え 、 適 切 な ご 決 定 を 賜 り ま

すようお願い申し上げまして、開会のごあいさつといたします。 

 


